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中学生の夢想起頻度に影響を及ぼす要因の研究 : 
テスト不安と性差の関係について
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覚えている」が「内容まで覚えている」の約４倍
を示していた。このことから試験前は平常時と比
べ，「試験」というイベントが被験者の中でスト
レスとなり，不安が高くなるため夢想起の頻度の
上昇と共に，夢の内容を記憶しやすくなっている
と判断できた。
次に夢に出てきた場所についての結果を以下に
示した（図３)。その結果，試験時において「知
らない場所」「架空の場所」の，これまで被験者
が知らない場所（記憶にない場所）に関する夢が
半数を上回っていた。データ数が少ないためこの
結果から判断することは難しいが，平常時におい
てはよく知った場所と知らない場所（記憶にない
場所）にあまり違いがみられなかった。
次に夢への自己の登場の有無についての結果を
以下に示した（図４)。その結果，試験時・平常
時共に「自分は出てきた」と答えた被験者が多い
が，「自分は出てこない」という答えも多く，実
施条件による差は明らかではなかった。
夢への他人の登場の有無についての結果を以下
に示した（図５)。その結果，試験時・平常時共
に「他人が出てきた」と答えた被験者が多かった。
夢における自己の登場と同様に，実施条件による
差は明らかではなかった。
夢の明噺さについての結果を以下に示した（図
6)。その結果，試験時・平常時共に「夢がはっき
りしていた」と答えた被験者が多かったが，平常
時の夢の明lWTさは夢が「はっきりしていた」「はっ
きりしていない」の差はなく，夢の明噺さは試験
というストレスにより強調される可能性が考えら
れた。
次に夢の色彩についての結果を以下に示した
(図７)。その結果，試験時・平常時において「夢
に色がついていた」と答えた被験者が多かった。
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強力なストレスイベントのみならず，日常生活一
般の中で個人がかかえるストレスイベントも夢想
起頻度と関連しているというモデルを支持してい
る。そしてSchredLM・ら（1996）は，１０歳か
ら１６歳の学生において，全般性不安の高さと不
安な夢の頻度に相関があり，特にテスト不安が高
い時に，テストに関連した不安な夢をよく想起
することを見いだしている。本研究において対
象とした被験者は中学生であり，SchredLM・
らの研究で対象としている被験者と同年代であ
り，本研究で示された結果と概ね一致する結果
であった。
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しかし平常時の夢の色彩には夢に「色がついてい
た」「色はついていない」という回答の差は明ら
かではなかった。夢の明蜥さと同様に，夢の色彩
についても試験というストレスが増強させる可能
性が考えられた。
第２項夢想起頻度と性差との関係
（仮説2）について
性差については夢想起得点について三元配置分
散分析を行った結果，性別の主効果が有意傾向で
あった。性別によって夢想起頻度に差が生じるこ
とがある程度認められ，女子は男子に比べて多く
の夢を想起する傾向にあることが示された。この
結果は「男子に比べ女子の方が一般的に不安傾向
が強いのであれば，同様に夢想起頻度においても
女子の夢想起頻度が高くなる」という仮説２を支
持するものであった。
本研究においてはこれまでの研究で述べられて
きているように，男子と女子とでは一般に男子よ
りも女子のテスト不安が高いというモデルが支持
され，テスト不安に関しても女子の方が有意に高
いという結果であった。そして夢想起頻度におい
ての分散分析の結果から，男女を比較した場合，
男性に比べ女性の方が夢を多く想起するというモ
デルを支持する結果となった。
第４節考察
第１項テスト不安とストレスイベントの影響
（仮説1）について
夢想起得点について三元配置分散分析を行い，
テスト不安と実施条件の交互作用が有意であった
ため，単純主効果の検定を行った結果，試験時に
おいてテスト不安の高低によって夢想起頻度に差
が生じること，そしてテスト不安の両群において
試験前と平常時の実施条件によって夢想起頻度に
差が生じることが認められた。テスト不安の高い
生徒は低い生徒に比べて多くの夢を想起する傾向
にあり，その差は試験時に顕著に表れることが示
された。この結果は「不安傾向の高い人がストレ
スイベントのある状況におかれた場合には夢想起
頻度が上昇する」という仮説ｌを支持するもので
あった。また，中学生のストレスイベント（スト
レッサー）となる定期試験は，いずれの条件にお
いても夢想起頻度と関連していたことから，スト
レスイベントの主効果モデルが支持された。この
ことは，夢の内容を示した結果からわかるように，
試験前によく夢を想起し，試験が終わり夏休み前
になると想起される夢の数が減少したことを示し
ている。本研究は，松田（1997）の地震のような
第３項夢内容について
夢質問紙を用いて夢の内容についての検討を行っ
たところ，夢想起についての結果は，試験時・平
常時共に半数以上の被験者が「夢をみていない」
と答えているが，試験時は平常時に比べ２倍以上
の被験者が夢をみていることがわかった。夢をみ
ていたと回答した被験者の中では，試験時におい
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ことはできないが，本研究の被験者は中学生であ
り小学生と年齢的にも近いため，夢に関する関心
が高く，そのことが夢の明lWiさに反映された結果
となった可能性が考えられる。
還後に夢の色彩については試験時・平常時共に
｢夢に色がついていた」と答えた被験者が多かっ
た。従来色彩夢の出現率は13～40％と報告され
ているが，色彩夢は一般に考えられているよりも
多いとの報告もある。そして色彩夢といっても，
情景の全体に色がついているものよりも，たとえ
ば青い服，赤い花などその一部だけ色彩がついて
いる場合が多く，注意深く想起する必要があるた
め，夢に対する関心や注意が高い人は色彩夢が想
起される可能性が大きいという報告もある（大熊，
1977)。今回このように高い割合で夢に色がつい
ていたという報告がなされたのは，まず中学生は
夢に対する関心が高いということ，そして「色彩
夢」の認知が違う可能性が考えられる。－部だけ
色彩がついている夢をどのように捉えるのかとい
うことの個人差との関わりの問題のほかにも，調
査を行った時期はどの学年も夏休み明けに提出の
美術作品に取り組んでいたため，絵画の影響もあ
るのかもしれない。
ては「夢の内容まで覚えている」が多く，平常時
では「夢をみたことは覚えている」の方が多かっ
た。このことはストレヅサーとなる試験の有無に
よる違いではないかと考えられる。これまで述べ
てきたように，試験と夢想起頻度に関連が認めら
れたということは，試験が夢に影響を及ぼしてい
るということになる。すなわち試験が終了してい
る平常時においては夢想起に影響を及ぼすストレ
ス要因が少なくなる。夢は日常生活において特に
意識されない現象として体験されているため，試
験という外的要因がなくなると，刺激がなくなる
分内容を忘れやすいのかもしれない。夢に登場し
た場所については，試験時においてこれまで被験
者が知らない場所に関する夢が半数を上回ってい
る。福間（1969）は，「知らない場所」「架空の場
所」などの奇異・不合理な夢は夢の特徴であり，
活発・活動的な場合に出現するものであるとして
いる。このことから，試験時に多くみられた「知
らない場所」「架空の場所」などの奇異・不合理
な夢は試験の影響で活発・活動的になったことか
らみられた結果だと考えられる。そして夢への自
己の登場の有無については，試験時・平常時共に
｢自分は出てきた」と答えた被験者が多いものの，
夢における自己の登場に関しては実施条件による
差は明らかではなかった。また，夢への他人の登
場の有無についても試験時・平常時共に「他人が
出てきた」と答えた被験者が多く，この点も実施
条件による差は明らかではなかった。このことか
ら夢の登場人物に対しては直接ストレッサーの影
響は小さく，むしろ被験者個人の日常体験が反映
されるために試験時・平常時に差がみられなかっ
たと考えられる。また夢の明lWiさについては試験
時・平常時共に「夢がはっきりしていた」と答え
た被験者が多かった。夢想起の明噺さについては
夢に対する個人の関心が反映されるのかもしれな
い。蝋・平野（1985）の小学生と大学生・社会人
を対象に行った研究では，夢想起の明瞭性は小学
生が有意に高く，夢に関する関心は年齢と共に減
少していく傾向が見られると報告している。本研
究では夢への関心を考愈していないため検討する
Ⅲ．おわりに
本研究では，夢想起頻度を中心として，夢とテ
スト不安・ストレスイベント．そして性差との間
に関連があるのか，また夢の内容について質問紙
から検討した。本研究ではテストをストレスと感
じている生徒は試験前によく夢を想起し，試験が
終了すると夢想起頻度も減少した。このことは先
行研究とよく一致した結果であった。さらに性差
については，本研究ではテスト不安において男子
に比べ女子の方が「不安」が高いということが認
められ，女子の方が男子に比べ夢想起頻度が高く，
このことから不安と夢想起頻度との関連性が示さ
れた。夢に関する関心の高低は，個人の人格特性
や夢に影響を及ぼすような外的な要因が考えられ
た。日常の体験が夢に反映されるということは周
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知の通りであり，本人にとって印象の強い経験は
より夢に反映されやすい。すなわち不安な人や本
人にとってストレスイベントとなりうる要因は日
常生活において解決しなければならないと気になっ
ている課題が多いと考えられる。その気になって
いる課題が多く，困難であるほど，夢想起頻度が
高くなると考えられる。このことは，被験者であ
る中学生にとって今回ストレスイベントとして設
定した定期試験が夢に影響を及ぼす外的要因であっ
たため，テスト不安の主効果が夢想起頻度と関連
が認められたという今回の結果とよく一致してい
る。また本研究では，テスト不安の感じやすさを
ストレッサーとしてとらえテスト不安を用いて検
討したが，夢想起頻度との関係が認められたこと
から，テスト不安が中学生にとっては個人特性と
して夢想起頻度に影響を及ぼしていると考えられ
る。そして夢内容については，試験というストレッ
サーにより明噺度・色彩などが強調されたと考え
られた。
本研究には問題点もいくつか考えられる。まず
被験者の学年差の問題である。学年ごとに定期試
験に対する考え方にも差が出ている可能性もある
ため，さらに一定の条件を確保できるように計画
を立てることが望ましい。また本研究では夢内容
に関する質問は選択形式にしたが，内容を自由記
述してもらうなどの方法も必要だったかもしれな
い。夢などの報告を行う際には被験者の自己開示
や社会的望ましさが関連してくるため，生徒のプ
ライバシーの問題なども考慮して選択形式にした
が，夢は複雑な現象であり，選択形式では自分の
夢が当てはまらないという場合が考えられる。そ
のため可能であれば自由記述をしてもらうことで
詳しい分析が可能となった可能性がある。
本研究では，夢想起頻度に影響する要因として
テスト不安と性差が関連している可能性が示さ
れた。さらに夢内容に関しては，今後は夢に対
する態度を含め，心理学的側面からだけではな
く，睡眠段階との関連など，精神生理学的側面
を組み合わせて調査を行うことが望ましいと思
われる。
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